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 今年ももう秋になりました。秋

と言えば，３年生にとっては進路

のことでとても大変な時期でしょ

う。そこで，今回はいつも私たちの

進路について考えてくださってい

る進路指導部長の栗原先生の素顔

に迫るため，いくつかの質問をし

てみました。 

Q．本校に勤めて何年目ですか？ 

A．平成８年から勤務しているので，

今年で２５年目です。 

Q．教員になろうと思ったきっかけ

は何ですか？ 

A．教員をしていた父親に影響され

て教員を目指しました。 

Q．高校時代はどのような生徒でし

たか？ 

A．比較的明るい生徒だと思います。

今でも交友関係があるのは高校時

代の友人たちです。高校では良い

友人たちに恵まれ，とても充実し

た高校生活でした。 

Q．好きなスポーツは何ですか？ 

A．中学と高校の途中までバレーボ

ールをやっていましたが，好きで

はありませんでした。スポーツ自

体が好きではありません。唯一好

きなスポーツを挙げるとしたら，

モータースポーツという車のスポ

ーツです。将来は自分もやってみ

たいと考えています。 

Q．好きな食べ物は何ですか？ 

A．なす，パプリカ，レンコンです。 

Q．学生時代の苦手な科目は何です

か？ 

A．化学は本当に苦手でした。あと

社会系も苦手でした。 

Q．これまでで一番嬉しかったこと

と，辛かったことは何ですか？ 

A．一番嬉しかったことは，自分の

子どもが生まれたことです。今，中

学校１年生と小学校５年生の２人

の子どもがいます。一番辛かった

ことは，教員になって初めて担任

をもった一年です。 

Q．進路を考えるうえで大切なこと

は何ですか？ 

A．将来自分がどのように生きたい

か，どのような生活をしていたら

幸せなのかを考えておくことです。

そのために，社会の仕組みをある

程度は知っておくべきだと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q．最後に，「怖さ」の秘訣は何で

すか？ 

A．正直，なんで怖いと思われてい

るのかはわかりません。以前は意

図的に怖さを出していた時もあり

ましたが，今は特にそう思われた

いわけではないので心外です。 

 

本校の卒業生で，今は教職員と

して明秀日立で働く方々 や，現役

生で栗原先生の授業受けている生

徒の皆さんにも話を聞いた。 

卒業生の稲葉先生は， 

「生徒の時は，授業も教わったこ

ともないし，話したこともないが，

雰囲気が怖かった。笑顔の印象は

ない。同じ教員となった今でも，恐

怖心はある。しかし，授業を受けて

いた同級生たちは，怖いけど，授業

がわかりやすいと言っていた。」と

当時を振り返る。 

同じく卒業生で現在は事務職と

して勤務している鈴木さん（旧姓・

照沼）は，「血の通った人だとは思

っていなかった。授業中の冗談も

笑っていいのかわからなかった。

社会人になって明秀に戻ってきた

とき，以前に比べて柔らかい雰囲

気に変わっていて驚いた。でも，ス

ーツをいつもぴっちりきていて格

好いいのは昔から変わらない。」と

話す。 

また，１年次から数学を教わっ

ている３年５組の楠原秀翔さんは，

「１年生の頃は特に威圧感が強く，

怖くて，逆らえないし，一方的に言

う事を聞く感じで，栗原先生がい

る進路指導室に入ることさえ嫌で

した。今は，会話ができるように，

以前よりは言いたいことが言える

ようになりました。今は怖くはあ

りません。良い緊張感で授業に取

り組めて，『勉強している』という

充実感を最も持てる時間が栗原先

生の授業です。」とこれまでの2年

半を振り返って話した。「いつも熱

心にご指導してくださることに本

当に感謝しています。心から尊敬

する大人の一人です。」と付け加え

た。 

現在，数学を教わっている１年5

組の生徒たちでも「怖い先生」の第

一位にランクインした。しかし，同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時に，授業がわかりやすい，という

感想が伴うのは，世代を問わず，栗

原先生の授業を受けた生徒は同じ

である。 

栗原先生とは今まで直接関わっ

たことはないが，今回のインタビ

ューを通して栗原先生のいろいろ

なことを知ることできた。また，質

問に答えてくださっただけでなく，

私の進路について一緒に考えてく

れた。ありがとうございました。皆

さんも進路について悩んだら，進

路指導室へ，頑張って勇気を振り

絞って行ってみてください。 

（２年6組 稲野辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期生徒会本部役員の選挙の季

節がきた。例年は７月実施してい

たが，今年は新型コロナウイルス

感染拡大防止策が施されたうえで

の9月の実施となった。体育館で

一斉に行っていた演説会，投票は，

演説内容を事前に録画した映像の

放送後，各教室での実施となった。 

今年は，生徒会本部役員への立

候補者が近年の中では最多となり，

選挙に盛り上がりをみせた。 

その中から見事選出された７人

に話を聞いた。 

新会長：長谷川悠翔（２年5組） 

現状でも楽しく高校生活を送っ

ているが，コース間での交流がも

っとあるとさらに楽しい高校生活

になると思う。特に私は，より高校

生活が送りやすい服装について改

善していきたいと考えています。 

新副会長：藤山ゆりあ（２年５組） 

 今回の生徒会本部役員は，ST・S

コースの方が多くいるので，すべ

てのコースの視点から意見を出し

合っていけることに楽しみを感じ

ています。球技大会など，他校でや

っている魅力ある活動を本校でも

取り入れていきたいです。 

新副会長：池田康晟（２年４組） 

 「「見える生徒会」をつくっていき

たいです。今回，生徒会本部役員の

一員に選んでいただき，加われる

ことをとても幸運に思います。会

長の補佐を頑張っていきたい。 

新書記：坂本美空（２年２組） 

 現在の生徒会の課題として，生

徒の声が生徒会本部に届きにくい，

という点があります。生徒の皆さ

んのアイデアを，本部をはじめ全

校に共有する取り組みを実践して

いきたいです。 

新書記：髙橋菜瑠（１年２組） 

 様々 なことに挑戦する姿勢を大

事にしています。学校の役に立て 

るように，自分なりに研究を進め

ていきたいです。 

新会計：國井柚里（１年１組） 

 新生徒会役員の方々 とは，日常

生活では話す機会の少ない人たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なので，これから一緒に頑張って

いきたいと思います。生徒会の経

験を通して，少しでも成長したい

です。 

新会計：西銘優海（１年２組） 

 １年間で，選挙時に表明した公

約は達成したいです。今年は新型

コロナの影響で，コース・学年間交

流が特に少ないので，交流機会を

少しでも多く設けていきたいと思

います。 

新生徒会本部役員の一人一人が

目標を持っており，明秀日立の良

いところだけでなく，課題点や改

善点にも目をそらさずに考えてい

る姿勢に，今後の活躍への大きな

期待を感じた。 

なお，投票箱は,日立市役所の選

挙管理委員会より借りてきた，実

際の選挙で使用されているもので

ある。選挙権が18歳に引き下げら

れ，私たち高校生にも，政治への関

心が求められている。今回を機に，

「政治」「選挙」への関心が高まっ

て欲しい。   （１年10組 須藤） 

◆過去10年生徒会長 

 2011年度 小原伸夫（Sコース） 

 2012年度 荒木 藍（Sコース） 

 2013年度 砂川瑛利樹（A吹奏楽） 

 2014年度 青木良平（Aサッカー） 

 2015年度 北野舞空（Aバスケット） 

 2016年度 平井雅大（Aサッカー） 

 2017年度 成島茉宏（Aサッカー） 

 2018年度 小野男樹（Aサッカー） 

 2019年度 佐藤大治（Aサッカー） 

 2020年度 長谷川悠翔（Aサッカー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では9月26日に前期終業

式が行われました。28日から30

日までの3日間の学期末休業を利

用し，1学年STコース生の希望

者を中心に福島のブリティッシュ

ヒルズへの宿泊学習を実施しまし

た。「パスポートのいらない英

国」をコンセプトに中世英国を体

験できる施設です。 

参加動機は「英語での日常生活

を送ってみたかった」「コースデ

ィナーの写真に魅かれた」など

様々 。実際に訪れてみると，ドラ

マ「花より男子」の道明寺宅のロ

ケ地ともなった建物は，異国情緒

漂い，国内にいることを忘れさせ

ます。食事はすべて美味しく，中

でもローストビーフに感動した生

徒も多くいました。本題の英会話

力養成では，ネイティブスピーカ

ーの方と接する機会が多く，授業

もわかりやすかった，と好評でし

た。引率した石川先生に話を聞き

ました。「グローバル化が進んだ

今，異文化への理解と，英語での

コミュニケーション力が不可欠で

す。１年生にとっては，来年度実

施を予定しているカナダへの修学

旅行の事前学習としてもふさわし

いと考えます。『間違ってもいい

から英語を使ってみよう』と自主

性を刺激される，素晴らしい環境

でした。多様性と異文化理解の必

要性を実感できる貴重な体験でし

た。」施設内では，結婚式も挙げ

られるようです。あなたも，福島

県で英国留学を体験してみてはい

かがでしょうか。「（１年２組 若林） 

Easy come, 

easy go. 
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